
PDF issue: 2024-09-03

XMLを用いた複数言語に対応するWebサイトの
自動合成システム

山本, 昌弘 / Yamamoto, Masahiro

(出版者 / Publisher)
法政大学国際文化学部

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
異文化. 論文編 / 異文化. 論文編

(巻 / Volume)
7

(開始ページ / Start Page)
79

(終了ページ / End Page)
95

(発行年 / Year)
2006-04-01

(URL)
https://doi.org/10.15002/00002960



ＸＭＬを用いた複数言語に対応する
Webサイトの自動合成システム

SynthesisSystemfbrMultipleLanguagesWebSitesbyXML 

山本昌弘
ＹＡＭＡＭＯＴＯＭａｓａｈｉｒｏ 

要約

Ｗ《Ｂｂベースの応用が激増している。Wiebサイトの`情報は、ＨTMLやホーム

ページビルダで書かなければならない。ｃビジネス分野では、同じフォーマッ

トで、しかし、内容が異なる複数個のサイトをしばしば;作成する。また、１つ

のサイトが複数個の言語で作られ、そのときは、個々に各言語に別々に作成

される。このため、これらのWebサイトは個々に作成されるので、同じ内容

にもかかわらず、スタイルは異ってくる。

本論分では、頻繁に使用される形式について、複数個の言語を可能にする

Webサイトを自動生成するシステムについて論じる。

キーワード

ソフトウエア自動合成、Wbbベース応用ｼｽ弘、多言語Webサイト

XML,XＳｎＤＯＭ 

１序

Webベース応用の要求は急速に増加している。Ｗｂｂサイトを作成するには、
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Ｗｅｂ情報はＨＴＭＬや通常のホームページビルダー（ＨＰ）を用いて作成する

する必要がある。ＨTMLやＨＰビルダーを使用するには、ＩＴの専門知識が必

要で、Ｗｅｂサイトを作成する作業はITの専門家に依頼するのが通常である。

更に、ｅビジネス分野では、同じフォーマットで異なる内容のWebサイトを

作成することがしばしばある。この場合は、各ＷｅｂサイトはＨＴＭＬやＨＰビ

ルダーを用いて別々に作成する。結果として、時間と費用がかる。

更に、Webサイトは頻繁に複数個の言語、たとえば日本語と英語のサイト

が作製される。この場合、各サイトは個々に各サイトに対応して作製される。

webサイトの保守も重複して行われる。このため、時間とコスト([1])がかか

ることになる。また、Webスタイルは、１つひとつ作製されるために、同じ

内容にもかかわらず異なることになる。

これらの問題を解決するために、複数個の言語に対応して頻繁に使用され

る形式のWebサイトを生成するシステムを提案する。本合成システムは英語

と日本語を入力できる通常のホームページを生成できる。又、本システムは

同じ形式で英語と日本語のWebサイトを生成できる。

２自動生成の手法

ＸＭＬ([2])を用いると、複数言語に対応するWebサイトのデータ表現した

り、抽出できる。一方、XSIr(eX[cnsibleStylcshcctLanguageTlansfbrmations）

([３Ｄを使用すると、ｃコマースのなどの頻繁に使用される応用のためのWebサ

イトを表現できる。しかし、単にXSITを用いてＷｅｂサイトを表現すると、形

式は静的な表現になる。そこで、ＤｙｎａｍｉｃＨＴＭＬ(ＤＨＴＭＬ)の中でＤＯＭ

(DocumemObjec[Model）（[4])を使用することが可能で、この場合は、英語

と日本語のWebサイトを表現するためにXML文書の中から英語と日本語の

データを抽出できる。結果、同時に英語と日本語のWebサイトに対応する

ＨＴＭL文書を生成できる(日)。
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３システムの概要

合成湖弘は３つの機能、初期システム画面、Webデータ入力およびWebサ

イト合成から構成される。

３．１初期ｼｽﾃﾑ画面

システムが開始すると、初期ｼｽﾃﾑ画面が生成される。この画面上で、サイ

ト合成ボタンとWiebサイト表示ボタンが存在する。もし、新しいＷｂｂサイト

を生成したいときは、Ｗｅｂサイト合成ボタンを押す。結果を見たいときは、

Webサイト表示ボタンを押す。

３．２Webデータ入力

Ｗｉｅｂサイトへのデータの入力は通常のWebサイトと同様にテキスト入力や

イメージ入力によって行われる。ここでは、例として、英語と日本語の本販

売Webサイトを考える。

Webデータの入力のために、本名、出版社、価格、要約、本のイメージなど

を入力するWeb入力画面が生成される。この画面上で、英語と日本語に対応

する入力項目が記述される。このプロセスは、さらに本の入力をする場合は

続けられる。

Webデータの入力後、入力データを含ん７ｓ(ＭＬファイルが生成される。こ

のXMLファイルは各項目に対応する英語の部分と日本語の部分から構成され

る。

３．３Webサイト合成

１つのWebサイトの表現スタイルはXSLTで規定される。1つのWebサイト

のデータはXML文書で表現される。Wbbサイトの合成と表示はＤＨＴＭＬで記

述することができる。ＤＨＴＭＬの表現の中で、合成プロセスはＤＯＭ

(DocumcntObjcctModcl)で記述される。すなわち、ＸSITに基づいて、ＤＯＭ

ドキュメント関数力､(ＭＬ文書からＨＴＭL文書へ変換する。
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４合成システムのソフトウエア構成

合成システムは、図1に示すように、５つの機能モジュール、初期;ｸｹﾞﾑ画面、

Webデータ入力,ＷｅｂサイトＸＭＬ生成,Wbbサイト合成およびWebサイト表

示から構成される。

図１合成システムのソフトウエア棡成

４．１初期ｼｽﾃﾑ画面

システムが起動すると、初期システム画面が図2のように生成される。画

面上で、Ｗｅｂサイト合成ボタンおよびWebサイト表示ボタンが生成される。

図２初期システム画面
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４．２Webデータ入力

Webサイト合成ボタンが初期ｼｽﾃﾑ画面で押されるとWebデータ入力画面が

図3のように生成される。
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図３Ｗｅｂデータ入力

英語と日本語で本のいくつかの入力項目について入力できる。１つの本の

入力が終了すると、継続ボタンまたは終了ポタンカ岬される。継続ボタンは、

更に本の入力がある場合は押される。もしもう入力がない場合は、終了ボタ

ンが押される。いずれの場合にもWebサイトＸＭＬ生成が行われる。継続ボタ

ンが押され、ＷｅｂサイトXML生成が終了するとWbbデータ入力力擦り返され

る。終了ポタンカ岬されると、初期ｼｽﾃﾑ画面へ戻る。

４．３ＷｅｂサイトＸＭＬ生成

Webサイト生成は各本の入力ごとに行われる。制御変数ファイルが読みこ

まれる。そのデータから最初の本の入力かどうか決められる。もし、最初の

本の入力の場合は図4に示一；構造のXML文書の概要が作成され、〈books〉

<book>…</book〉〈/books>になる。入力データは図４のように、〈book〉と

XMLを用いた複数画稲に対応するWcbサイトの自動合成システム８３
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</book>の間にいれられる。

＜?xmIversion=`01.OI1encoding=側ＳｈｉｆｔＪ１Ｓ`'７＞
＜books＞ 

＜book＞ 

＜ｎａｍｅ＞ 

＜ｐｘｍｌ:lang=mja`'>ＰｅｒｌａｎｄＸＭＬ</p＞ 

＜ｐｘｍｋ１ａｎｇ=`'e､｡>ＰｅｒｌａｎｄＸＭＬ＜/p＞ 
＜/name＞ 

＜publisher＞ 

〈ｐｘｍｌ:Iang=図jam>オライリージャパン＜/p＞

＜ｐｘｍｌ:lang=6,e､鳳>OoRElLLY＜/p＞

＜/publisher＞ 

＜prIce＞ 

〈ｐｘｍｌ:lang=`ljam＞￥3,360</p〉

＜pxml1ang=回ｅｎｉ１>$35.00＜/p＞

＜/price＞ 

＜abstract＞ 

〈ｐｘｍｌ:lang=Tam>プログラミング言語「Perl」と

ＸＭＬ（ExtensibleMarkupLanguage）データを組み合

わせて利用する方法を解説く/p＞

＜ｐｘｍｌ:lang=`'enm>Introductionofmethodogyto 

integrateaprograｍｍｉｎｇｌａｎｇｕａｇｅＰｅｒｌａｎｄＸＭＬ 

(ExtensibleMarkupLanguage）data.＜/p＞ 
＜/abstract＞ 

＜Ｉｍａｇｅ＞ 

＜ｐｘｍｌ:lang=oja`'>CAProgramFileslApache 

GrouplApachelhtdocslxmlprolperlxmI-j､ｂｍｐ＜/p＞ 

＜ｐｘｍＩ:ｌａｎｇ=men回>CAProgramFileslApache

GroudApacheIhtdocslxmlprolper1xml-e,bmp＜/p> 

＜/image＞ 
＜ｃｏｍｍｅｎｔｓ＞ 

＜ｐｘｍｌ:Iang=oja''>入門的な内容からやや専門的な技

術を紹介し、教科書として有用である。〈/p＞

＜ｐｘｍｌ:lang=`Ienm>Introducef｢omelementarytech-

８４山本昌弘
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niquetoadvancedmethod､ltisusefuIasatextbook． 

</p＞ 

＜/comments＞ 

＜/book＞ 

＜book＞ 

＜ｎａｍｅ＞ 

＜ｐｘｍｌ:lang=''jaII>ＪａｖａａｎｄＸＭＬ</p〉

＜ｐｘｍｌ:lang=I1en1'>ＪａｖａａｎｄＸＭＬ＜/p＞ 
＜/name＞ 

＜publisher＞ 

＜ｐｘｍｌ:lang=`Ija10>オライリージャパン〈/p＞

＜ｐｘｍｌ:lang=鰯e､`'>ORElLLY＜/p＞

＜/publisher＞ 

＜prIce＞ 

＜ｐｘｍｌ:lang=`Ija`'>(4,830〈/p＞

＜ｐｘｍＩ:lang=`ien0'>$34.95〈/p＞

＜/price＞ 

＜abstract＞ 

＜ｐｘｍｌ:Iang=IIja剛>ribune、Cocoon、EJBossなど

JavaとＸＭＬの連携事例の多くに携わる著者による名著

の待望の翻訳版です。＜/p＞

＜ｐｘｍｌ:ｌａｎｇ＝menⅡ>ＴｈｅｂｏｏｋｏｆｆｅｒｓｃｏｍｐＩｅｔｅｄｏｃｕ－ 
ｍｅntationofaI1featuresinboththeSｕｎ 

ＭｉｃｒｏｓｙｓｔｅｍｓＪＡＸＢＡＰ１ａｎｄｐｏｐｕｌａropensource 

alternativeimplementations＜/p＞ 
＜/abstract＞ 

＜Image＞ 

＜ｐｘｍｌ:lang=`ujau'>C:lProgramFileslApache 

GroudApachelhtdocslxmlproVavaxml-j､ｂｍｐ</p＞ 

＜ｐｘｍｌ:ｌａｎｇ＝men`!>Ｃ:(ProgramFileslApache 

GroudApachelhtdocsIxmlproVavaxml-e､ｂｍｐ＜/p＞ 
＜/image＞ 

＜ｃｏｍｒｎｅｎｔｓ＞ 

＜ｐｘｍｌ:Iang=mja1I>JavaとＸＭＬそれぞれの解説を行う

のではなく、ＸＭＬを使ってWebアプリケーションの開

発を行うJavaプログラマを対象にしています。＜/p＞

XMLを用いた複数百鰯に対応するＷｅｂサイトの自動合成システム８５
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<ｐｘｍｌ:lang="en$'>Thisnewtitleprovidesanin‐ 

depthtechnicallookatXMLDataBinｄｉｎｇ,Thebook 

offerscompletedocumentationofalIfeaturesin 

boththeSunMicrosystemsJAXBAPlandpopular 

opensourcealternativeimplementations＜/p＞ 

＜/Comments＞ 

＜/book＞ 

</books＞ 

図４ＸＭＬファイの棡成

もし、最初でない場合は、〈book〉とく/book>間のデータカミ〈books〉と

く/books>の間に挿入される。Ｗｔｂデータ入力で継続ボタンが１W］され、Webサ

イトＸＭＬ生成が終了するとシステムはWebサイト生成へ戻り.新しいＸＭＬ

データが入力される。Webデータ入力で終了ボタンが押され、Webサイト

XMLが終了するとシステムは初期システム画面へ戻る。

４．４Webサイト合成

初期システム画面でWbbサイト表示ボタンを押すとWebサイト合成が開始

する。システムは最初に図５に示すＷｅｂサイト形式を規定するxSIjrデータを

読み込む。xsIjrでは、英語か日本語かを定義する変数がある。

<?xmlversion=図1.OMencoding=`'ＳｈｉｆｔＪＩＳ回？＞

<xskstylesheet 

xmlns:xsI=`ｌｈｔｔｐＷＷｗｗ.ｗ3.org/1999/XSL/Transform`, 

version＝園1.0m＞

<xsl:outputmethod=`Ihtmroencoding=`OShiftJIS画/＞

<xskvariabIename=`Ilang興>ja</xsl:variable＞

<xsl:attribute-setname=`IimageSizeII＞ 

＜xsl:attributename=`'width風>120</xsl:attribute＞

8‘山本昌弘
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＜xsl:attributename=``heightm>160</xsl:attribute＞ 

</XsIattribute-set＞ 

＜xsI:templatematch=ＩＩｂｏｏｋｓ剛＞

<html＞ 

<head＞ 

<title><xslwaIue-of 

select=`book/name/p[Iang($lang)]Ⅲ/></title＞ 

</head＞ 

<bodybgcolor=回yellow側＞
＜xsl:choose＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=､$lang＝'ja"!＞ 

＜inputtype=mbutto､`1value=`I英語を標準にす
る！‘

onclick=剛document・location･href='transfer､html?Ｉａｎｇ
=enm/＞ 

＜/xsl:when＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=`1$lang＝!e､'`'＞ 

＜inputtype=i'button風value=0IJapanese
DefauItm 

onclick=`'document,location・href=itransfer・html?ｌａｎｇ

=ja1V＞ 

＜/Xskwhen＞ 

＜/xsl:choose＞ 

<hr/＞ 

<tableｂorder=`'1⑨＞ 

<tr＞ 

<th＞ 

＜xsl:choose＞ 

〈xsl:ｗｈｅｎtest=`'$Ｉａｎｇ＝,ja0｡〉

〈center><xsktext〉日本語脅名

く/xsktext></center＞

＜/Xsl:when＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=i'$Iang＝'eno`'＞ 

＜center><xsktext＞ＥｎｇＩｉｓｈＢｏｏｋＮａｍｅ 

＜/xsktext></Center＞ 

＜/Xskwhen＞ 

XMLを用いた複数百鰯に対応するWcbサイトの自動合成システム８７
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＜/Xsl:choose＞ 

<(h＞ 

<th＞ 

＜xsl:choose＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=``$lang＝’jaI1'〉

＜center><xsI:text＞出版社く/xsktext></cen-

ter＞ 

〈/xsl:when〉

＜xsl:ｗｈｅｎtest=`'$ｌａｎｇ＝1eno1'＞ 
＜center><xsktext＞Publisher 

</xsktext></center＞ 

＜/xsl:when＞ 

＜/Xsl:choose＞ 

<(h＞ 

<th＞ 

＜xsl:choose＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=卿$ｌａｎｇ＝‘ja1剛＞

＜center><xsl:text＞価格く/xsktext></cen-

ter＞ 

＜/xsl:when＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=!'$ｌａｎｇ＝`ｅｎＭｌ＞ 

＜center><xsl:text＞Price＜/Xsktext></Cen-

ter＞ 

＜/xsl:when＞ 

＜/xsl:choose＞ 

</th＞ 

<th＞ 

＜xskchoose＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=`'$lang＝，ja0"＞ 

＜center><xsI:text＞概要く/xsktext></cen-

ter＞ 

＜/xsl:when＞ 

＜xsI:ｗｈｅｎtest=側$lang＝,e､"､＞
＜center><xsktext＞Abstract 

</xsl:text></center＞ 

＜/xskwhen＞ 

８８山本昌弘
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く/xsl:choose＞

</th＞ 

＜th＞ 

＜xsl:choose＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=｡$lang＝,ja1`'＞ 

＜center＞＜xsl:text＞本の表紙

く/Xsl:text＞＜/center＞

＜/Xsl:when＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=１１$lang＝Oen"`＞ 
＜center＞＜xsktext＞ＰｉｃｔｕｒｅｏｆＢｏｏｋ 

＜/xsktext></center＞ 

＜/Xsl:when＞ 

＜/xsl:choose＞ 

</th＞ 

＜th＞ 

＜xsl:choose＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=u'$lang＝'ja1m＞ 
＜center><xsktext＞コメント

</xsktext></Center＞ 

＜/Xskwhen＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=１１$lang＝,enm〉
＜center><xsktext＞Ｃｏｍｍｅｎｔｓ 

</Xsktext></center＞ 

＜/Xsl:when＞ 

＜/xskchoose＞ 

</th＞ 

<(r＞ 

＜xsl:for-eachselect=ｍｂｏｏｋＩＩ＞ 

＜tr＞ 

＜td><xsl:value-ofselect=卿name/p[lang($lang)]`，
/></td＞ 

＜td><xsl:value-ofseIect=IIpublisheVp[lang($lang)]`ｏ 
/></td＞ 

＜td><xsl:value-ofselect=卿price/p[lang($Iang)]Ⅲ

/></td＞ 

＜td＞＜xsl:value-ofselect=oabstract/pUang($lang)]`, 

XMLを川いた複数同禰に対応するｗｅｂサイトの自動合成システム８１
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/><八.＞

＜td＞＜ｉｍｇｘｓｌ:use-attribute-sets='`imageSize"＞ 
＜xsl:attributename=I0srcl'＞ 

＜xsl:choose＞ 

＜xsl:ｗｈｅｎtest=`1$lang＝`iao側＞

＜xsI:value-ofselect=``image/p[lang($lang)]''/＞ 

＜/xskwhen＞ 

＜xsI:ｗｈｅｎtest=`'$Iang＝!e､'剛＞

＜xsl:value-ofseIect=Ⅱimage/p[lang($lang)]Ⅱ 

/＞ 

＜/xsl:whe､＞ 

＜/XsI:choose＞ 

＜/xskattribute＞ 

＜/img＞＜/td＞ 
＜td＞＜xskvalue-of 

select=`Icomments/p[lang($1ang)]､/></td＞ 

＜/tr＞ 

</xskfor-each＞ 

</table＞ 

</body＞ 

</html＞ 

</xsktemplate＞ 

</xskstylesheet＞ 

図５XSLTの櫛成
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WebサイトＸＭＬ生成で作成されたXML文書および図6に示すWlebサまた、WebサイトＸＭＬ生成で作成さ；

イトの基礎となるＤＨＴＭＬを読み込む。

<７xmlversion＝011.OIIencoding=図ＳｈｉｆｔＪｌＳ１'？＞

<1ＤＯＣＴＹＰＥｈｔｍｌＰＵＢＬｌＣ`ＷＷ３Ｃ"ＤＴＤＸＨＴＭＬ１・O

Strict"ＥＮＩ’ 

’1http:"ｗｗｗ・w3org/TR/xhtmll/DTD/xhtmll‐
stricLdtd`o＞ 

<htmIxmlns=０１http:"ｗｗｗ.ｗ3.org/1999/xhtml1， 

xml:lang=`Ija`'lang=l1ja鬮〉

<head＞ 

<metahttp-equiv=IIContent-Typep 

content=園text/html;charset=Shift-JlS`ｙ＞

</head＞ 

<body＞ 

<divid=図disp’１></div＞

<scriptlanguage=１１JavaScriptm＞ 

varobjDoc=newActiveXObject(鮒Microsoft・XML‐

ＤＯＭ③ル

objDocasync=falsej 

objDoc・load(回xmlgen・xmI｡〃

varobjStl=newActiveXObject(`，Microsoft・XML‐

ＤＯＭ`,Ⅳ 

objStLasync=false； 

if(location・search==`､)｛

varstrCookie=document､cookie＋ｍｊ１Ｉ； 

varintStart=strCookiejndexOf(o1ang=`'ル

ｉｆ(intStart1-1)｛ 

intEnd=strCookiejndexOf(`';M,intStart)； 

strLang=unescape(strCookiesub‐ 

string(intStart＋５，intEnd)〃

｝else（ 

strLang=u'ja`'； 

｝ 
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)else｛ 

aryLang=Iocationsearch・spIit(00=`')；

strLang=aryLang[1〃

） 

varobjToday=newDateO； 

varobjExpires=new 

Date(objToday､getFullYear()+5,objToday・getMonthO，

objToday,getDateO〃

document,cookie=`Jlang=卿＋escape(strLang)＋

`!;expires=回＋objExpires,toGMTStringO；

objStl.|Ca｡(`Ija-en・xsl11)j

varnodVar=objStl・selectSingleNode(`WxsI:variable`》；

ｎｏｄＶａｒ､text=strLang； 

document,write(objDoc､transformNode(objStI)〃

</script＞ 

図６DHTMLの綱成

最初、ＤＨＴＭＬが実行され、Ｗｅｂサイトから送られたクッキーによって英

語か日本語が選ばれる。最初に、英語のWebサイトが表示される。クッキー

から取られた情報はxsLr文書のタグ変数に保存される。ＤＯＭ変換命令を用

いてXML文書はXSIT文書に従ってHTML文書に変換される。英語のＨＴＭＬ

または日本語のＨＴＭＬ力ⅨSljr文書のタグ変数に従って生成される。

,Z山本昌弘
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４．５Webサイト表示

Ｗ尼bサイト表示はWIebサイト合成のあと実行される。Wnebサイト表示では、

合成されたＨＴＭL文書が実行され､Ｗｅｂサイト表示は、図7aと図７bに示され

るようにそれぞれ英語と日本語で表示される。英語と日本語のサイトをＷｅｂ

サイト表示画面の選択ボタンを変えることでみることができる。

図７ａＷｅｂサイト表示一英語

XMLを用いた複数耐譜に対応するWebサイトの自動合成システム，３
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５システム構成

合成システムは、図8に示すように、プラウザ,ＷＷＷサーバ、合成ソフト

ウエア、データベースおよびファイルシステムから構成される。

｡。 データベース
Webデータ入力Webサイト表示

＝鰯ご 生成ソフト鶴霧；蕊菟
..:.:字.:.･:.:.:::#､:雷:鞠.｡:｡.｡.:.：

:.！\.:.!:蕊･黙.:.ｉｉｉ::.:::.::.;.．
宅鵜:蕊::蕊:::;｡.:蕊！

ﾌﾟラウザ

WWWサーバ

タグ変数ﾌｧｲﾙ

図８システム構成

ブラウザ：ブラウザは、初期システム画面、Wbbデータ入力、Ｗｅｂサイト表

示を表示するために使用される。通常のプラウザで、たとえば、インターネッ

トエクスプローラである。

ＷＷＷサーバ：ＷＷＷサーバは、合成ソフトウエア、入力データのデータ

ベースを保存する。ここではApacheActiveServerが使用される。

合成ソフトウエア：合成ソフトウエアは、システムの中核で、すでに述べた

5つの機能モジュールから構成される。これは、Script言語であるPcrl([6])で

書かれている。

データベース：データベースは、Webサイトの入力データを保存するもので、

たとえば、MysQLのような関係データベースが使用されるファイルシステ

ム：ファイルシステムは、英語か日本かを規定するタグ変数を保存する。通

常のテキストファイルが使用される。

,４山本昌弘
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６結論と将来課題

たとえば書籍販売のようなcコマースのサイトはこのシステムを用いて容易

に作成できる。複数言語、たとえば英語や日本語、の同じ形式のWebサイト

を同時に生成される。結果、実現時間や実現費用が劇的に減少する。本論分

では、例題として、英語と日本語の本販売Webサイトが示された。しかし、

他のWebサイトや他の言語に拡張できる。

このシステムは、プロトタイプシステムである。ユーザーインタフェース

は実用化のためには改善する必要がある。
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